
戦
争
遺
跡
・
幻
の
荻
島
飛
行
場
（
令
和
６
年
１
月
改
訂
増
補
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤
幸
一 

１ 
一
．
荻
島
飛
行
場
の
突
貫
工
事
と
戦
闘
機
の
不
時
着
事
件 

か
つ
て
越
谷
か
ら
岩
槻
に
か
け
て
陸
軍
の
飛
行
場
が
あ
っ
た
事
実
が
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
今
も
な
お
兵
舎
や
蓋ふ

た

を
し
た
暗
渠

あ
ん
き
ょ

、
飛
行
場
の
一
部
で
あ
っ
た
施
設
の
跡
が
残
り
、
当
時
の
滑
走
路
や
誘
導
路
が
一
般
の
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

越
谷
の
荻
島
村
か
ら
岩
槻
の
新
和

に

い

わ

村
に
ま
た
が
る
広
大
な
飛
行
場
で
あ
っ
た
。
地
元
で
は
通
称
「
荻
島
飛
行
場
」「
新
和
飛
行
場
」
と

か
、
新
和
村
論
田
地
区
に
あ
っ
た
の
で
「
ロ
ン
デ
ン
飛
行
場
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
正
式
名
は
陸
軍
の
「
東
部
軍
越
谷
飛
行
場
」
で
あ

る
。
最
初
は
川
柳
村
の
柿
ノ
木
耕
地
に
飛
行
場
が
で
き
る
と
の
噂
が
広
が
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
終
戦
の
前
年
、
昭
和
十
九
年
七
月

に
地
元
の
農
家
十
三
軒
が
陸
軍
か
ら
呼
び
出
さ
れ
て
強
制
的
に
立
ち
退
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
沼
の
方
耕
地
・
論
田
耕
地
と
呼
ば
れ
た

地
域
に
飛
行
場
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。
当
初
は
飛
行
場
設
定
隊
の
七
百
名
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
近
隣
の
住
民
の
勤
労

奉
仕
や
動
員
さ
れ
た
朝
鮮
の
人
に
よ
っ
て
炎
天
の
日
も
雨
天
の
日
も
人
海
戦
術
で
突
貫
工
事
が
行
な
わ
れ
た
。
終
戦
の
年
の
八
月
上

旬
に
完
成
し
た
と
い
う
（
註
❶
）。
ま
た
「
川
の
あ
る
ま
ち
」
第
三
十
三
号
の
荒
谷
仁
氏
著
「
ロ
ン
デ
ン
飛
行
場
史
話
」
に
よ
る
と
、 

「
ロ
ン
デ
ン
飛
行
場
建
設
の
目
的
は
、
太
平
洋
戦
争
も
終
息
の
兆
し
が
見
え
出
し
、
米
軍
の
本
土
爆
撃
を
想
定
し
、
そ
の
米
機
を

迎
え
撃
つ
友
軍
機
の
給
油
基
地
と
し
て
急
遽
、
朝
鮮
人
労
働
者
を
主
体
と
し
て
昼
夜
兼
行
、
突
貫
工
事
で
仕
上
げ
た
、
言
わ
ば
泥
縄

式
工
事
の
飛
行
場
だ
っ
た
。
各
地
区
の
農
民
は
生
活
の
糧
を
得
る
尊
い
田
畑
を
建
設
の
た
め
強
制
的
に
没
収
さ
れ
た(

中
略)

建
設
の

た
め
の
資
材
堆
積
場
は
現
在
の
越
ヶ
谷
小
学
校
の
や
や
右
寄
り
の
東
武
線
下
だ
っ
た
。
そ
の
下
の
草
地
に
資
材
を
下
ろ
し
、
浦
和
、

岩
槻
両
街
道
を
連
日
ト
ラ
ッ
ク
が
砂
塵
を
巻
き
上
げ
な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
運
搬
を
し
た
の
だ
っ
た
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

荻
島
飛
行
場
の
滑
走
路
は
軟
弱
な
た
め
に
滑
走
路
を
バ
ウ
ン
ド
し
な
が
ら
止
ま
り
き
れ
ず
に
荻
島
飛
行
場
の
北
端
の
外
堀
に
ぶ

つ
か
っ
て
、
で
ん
ぐ
り
返
し
し
た
一
機
（
陸
軍
の
「

隼
は
や
ぶ
さ

」・
写
真
１
）
が
あ
っ
た
。
越
谷
市
中
町
の
金
谷

か

な

や

邦
弘
氏
が
父
か
ら
直
接
聞

い
た
話
に
よ
る
と
、
父
の
金
谷
政
勝
氏(

註
❷
）
は
、
元
は
満
州
の
関
東
軍
に
属
し
て
い
た
が
、
千
葉
県
の
九
十
九
里
浜
近
く
の
陸
軍

の
東
金

と
う
が
ね

飛
行
場
に
移
っ
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
東
金
飛
行
場
よ
り
飛
び
た
っ
た
が
、
途
中
飛
行
機
の
調
子
が
悪
く
な
り
、
こ
の
未
完
成

の
飛
行
場
に
不
時
着
し
た
と
い
う(

註
❸)

。
後
に
、
本
町
一
丁
目(

中
町)

に
移
り
住
み
、
金
谷
電
気
商
会
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。 

平
成
二
十
七
年
九
月
、
そ
の
時
の
不
時
着
の
様
子
を
小
曽
川
の
中
嶋
瑛え

い

治じ

氏
か
ら
伺
っ
た
。
終
戦
の
年
、
十
歳
の
頃
の
こ
と
、
七

夕
の
準
備
を
し
て
い
た
日
な
の
で
、
前
日
の
月
遅
れ
の
八
月
六
日
か
七
夕
当
日
の
七
日
に
、 

現
・
越
谷
西
高
校
の
南
端
で
で
ん
ぐ
り

返
っ
て
止
ま
り
、
操
縦
席
か
ら
白
い
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
に
包
ま
れ
て
操
縦
者
が
救
出
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。 

も
う
一
つ
の
目
撃
談
が
あ
る
。「
ロ
ン
デ
ン
飛
行
場
史
話
」
よ
り
抜
粋
す
る
。「
終
戦
近
く
、
多
く
の
ベ
テ
ラ
ン
操
縦
士
が
戦
死
を

し
、
予
科
練
出
身
の
未
熟
な
操
縦
士
が
乗
っ
た
戦
闘
機
が
、
右
車
輪
を
滑
走
路
か
ら
外
し
、
整
備
兵
が
と
ん
で
来
て
逆
さ
ま
に
な
っ

た
機
の
天
蓋
（
搭
乗
口
の
ふ
た
）
を
開
け
、 

軟
弱
な
地
面
に
穴
を
掘
り
操
縦
士
を
引
っ
張
り
出
す
と
い
う
有
様
を
目
の
当
た
り
に
目

撃
し
た
。
」
と
い
う
。
こ
れ
以
外
は
一
度
も
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
荒
谷
氏
に
よ
る
と
「
雷
電
」
戦
闘
機
や
「
屠と

龍
り
ゅ
う

」
爆
撃
機
が
着
陸
し
た
（
註
❹
）
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
十
五
日
の
終
戦
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
地
元
の
方
し
か
飛
行
場
の

存
在
が
知
ら
れ
ず
陸
軍
が
実
戦
活
用
す
る
こ
と
も
な
く
、
謎
に
包
ま
れ
た
幻
の
飛
行
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

二
．
荻
島
飛
行
場
の
滑
走
路 

滑
走
路
の
名
残
が
現
在
も
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。「
し
ら
こ
ば
と
水
上
公
園
」
か
ら
南
方
に
向
け
て
一
直
線
に
伸
び
て

い
る
道
路
が
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
だ
っ
た
滑
走
路
の
名
残
で
あ
る
。
滑
走
路
の
北
端
は
し
ら
こ
ば
と
水
上
公
園
の
歩
道
橋
の
下

あ
た
り
、
南
端
は
小
曽
川
と
の
境
界
線
の
そ
ば
の
、
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
末
田
一
二
の
一
あ
た
り
で
あ
る
。
長
さ
は
一
五
〇
〇
メ
ー

ト
ル
、
幅
は
三
十
三
間げ

ん

（
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
現
在
の
道
路
の
幅
は
十
分
の
一
の
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。 

こ
の
飛
行
場
を
設
計
し
、
そ
の
責
任
者
と
な
っ
た
人
は
、
国
か
ら
陸
軍
の
越
谷
飛
行
場
の
工
事
長
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
き
た
高
木

実
み
の
る

氏
（
註
❺
）
で
あ
る
。
飛
行
場
の
建
設
が
き
っ
か
け
で
戦
後
は
東
小
林
に
住
む
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
越
谷
飛
行

場
の
工
事
の
様
子
の
写
真
２
は
、
高
木
実
氏
の
御
子
息
の
幹
男
氏
か
ら
の
提
供
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
は
ぬ
か
る
み
の
多
い
湿
地
帯
で
、

こ
こ
に
土
盛
り
し
て
飛
行
場
を
作
っ
た
。
国
道
４
６
３
号
の
南
側
の
釣
上

か
ぎ
あ
げ

に
あ
る
新
堀
池
は
土
盛
り
に
利
用
す
る
た
め
に
土
を
掘
っ

た
た
め
に
で
き
た
池
で
あ
る
。
ま
た
、
東
越
谷
の
河
畔

か

は

ん

砂
丘
上
に
あ
る
東
福
寺
の
裏
の
砂
を
切
り
崩
し
て
飛
行
場
に
運
ん
で
い
る
。 

滑
走
路
に
対
し
て
飛
行
機
を
導
く
誘
導
路
は
、
滑
走
路
の
北
端
と
南
端
を
東
側
に
突
出
し
た
半
円
形
で
結
ば
れ
て
い
て
、
現
在
で

も
そ
の
大
部
分
が
道
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３
・図
１
と
２
、
写
真
９
）。 



三
．
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
末
田

す

え

だ

の
田
島
喜
一
氏
か
ら
の
聞
き
取
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

 
平
成
17
年
８
月
21
日
に
、
谷
岡
隆
夫
氏
、
磯
谷
知
子
氏
と
私
の
三
人
で
当
時
93
歳
の
田
島
喜
一
宅
に
お
伺
い
し
た
。
長
時
間
か

け
て
お
聞
き
し
た
時
の
私
の
メ
モ
を
も
と
に
田
島
氏
の
言
葉
を
生
か
し
て
私
な
り
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

「
滑
走
路
の
東
端
の
側
溝
跡
が
、
平
屋
の
柔
道
場
と
田
島
家
の
母
屋
の
間
に
あ
る
田
島
家
庭
先
の
南
北
の
垣
根
の
下
に
今
も
あ
り
、

柔
道
場
の
南
側
に
広
が
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
滑
走
路
の
名
残
で
あ
る
（
写
真
４
現
在
は
取
り
払
わ
れ
そ
の
名
残
が
全
く
な
い
）。
大
粒

の
砂
利
が
混
じ
っ
た
質
の
悪
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
飛
行
場
は
練
習
機
や
戦
闘
機
と
い
っ
た
小
型
飛
行
機
に
使
用

す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

終
戦
後
、
滑
走
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
街
の
業
者
に
よ
っ
て
東
京
の
復
興
の
た
め
に
砕
か
れ
て
た
だ
で
運
ば
れ
た
。
そ
の
た
め

農
道
が
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
で
痛
ん
だ
。
そ
こ
で
田
島
か
ら
、
そ
の
東
京
の
業
者
か
ら
二
百
円
の
通
行
税
を
取
る
よ
う
に
し
て
は
と 

提
案
し
、
話
し
合
い
の
末
に
そ
れ
が
実
行
さ
れ
た
。 

 

滑
走
路
の
東
西
に
並
行
し
て
見
ら
れ
る
暗
渠
（
註
❻
・
写
真
５
）
は
、
現
在
の
道
路
か
ら
東
西
約
二
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
。

戦
車
が
通
っ
て
も
壊
れ
な
い
と
い
う
頑
丈
な
蓋
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
西
側
の
暗
渠
は
今
で
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
。 

隣
接
し
た
高
曽
根
の
田
ん
ぼ
の
中
に
飛
行
場
の
施
設
の
一
部
が
あ
る
。
し
ら
こ
ば
と
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
の
南
方
百
七
十
㍍
先
、

西
側
暗
渠
の
西
方
に
格
納
庫
跡
と
伝
わ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
下
壁
が
残
っ
て
い
る
（
写
真
６
）。
さ
ら
に
西
隣
に
は
巨
大
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
台
と
小
さ
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
台
の
残
骸
が
並
ん
で
用
途
不
明
の
ま
ま
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
残
っ
て
い
る
（
写
真
７
）。
ま

た
、
田
ん
ぼ
の
畦
道
に
最
近
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
か
け
ら
が
み
ら
れ
て
い
た
。 

 

飛
行
場
周
辺
に
は
兵
舎
が
兵
隊
屋
敷
と
し
て
点
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
箇
所
建
物
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
（
写
真
８
）。 

四
．
戦
後
の
連
合
軍
の
進
駐 

 

岩
槻
市
史
編
１
１
１
５
頁
よ
り
抜
粋 

資
材
不
足
、
輸
送
船
不
足 

「
（
戦
後
と
な
る
昭
和
20
年
）
10
月
11
日
に
は
、
新
和
村
と
荻
島
村
に
ま
た
が
る
新
和
飛
行
場
に
も
四
百
人
ほ
ど
の
連
合
軍
将
兵
が

進
駐
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
将
兵
は
駐
留
期
間
中
飛
行
場
周
辺
町
村
の
住
民
と
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
い
た
。
殊
に
越

谷
地
域
に
数
多
く
生
息
し
て
い
た
白
子
鳩
は
進
駐
軍
の
銃
に
よ
る
乱
獲
で
絶
滅
に
瀕
し
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
新
和
飛
行
場
の
進
駐

軍
は
翌
21
年
１
月
、
行
き
先
は
不
明
な
が
ら
越
谷
久
伊
豆
神
社
境
内
に
山
と
積
ま
れ
た
上
陸
用
舟
艇

し
ゅ
う
て
い

と
と
も
に
移
動
し
、
不
安
に

お
の
の
い
て
い
た
周
辺
町
村
は
よ
う
や
く
静
け
さ
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
。」 

さ
ら
に
「
ロ
ン
デ
ン
飛
行
場
史
話
」（
荒
谷
仁
氏
著
）
の
中
に
次
の
記
述
が
あ
る
。 

「
真
夏
の
暑
い
日
、
日
本
は
終
戦
を
迎
え
た
。
連
合
軍
（
四
百
人
程
度
）
が
飛
行
場
の
処
理
の
た
め
進
駐
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な

間
、
無
統
制
で
誰
で
も
自
由
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
達
（
荒
谷
仁
氏
ら
）
は
、
興
味
と
珍
し
さ
で
、
び
く
び
く
し
な
が
ら
入
り

込
ん
だ
。
飛
行
場
の
奥
深
く
、
そ
こ
に
は
生
ま
れ
て
初
め
て
間
近
に
見
た
り
触
れ
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
二
機
の
「
隼
」
戦
闘
機

（
註
❼
）
が
放
置
さ
れ
て
あ
っ
た
。」
と
い
う
。
後
に
、
放
置
さ
れ
た
戦
闘
機
は
連
合
軍
の
手
に
よ
り
無
残
に
も
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
し
て

ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
ど
こ
か
に
搬
送
さ
れ
て
行
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
１
年
余
り
連
合
軍
（
進
駐
軍
）
に
接
収
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

※
平
成
17
年
11
月
第
37
回
越
谷
市
民
文
化
祭
で
の
出
品
可
能
作
品
は
一
人
一
点
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
私
は
「
旧
南
百
・
四

条
・
別
府
・
千
疋
の
石
仏
」
の
み
を
出
品
し
、
磯
谷
知
子
氏
の
名
前
を
借
り
て
「
戦
後
六
〇
年
の
幻
の
荻
島
飛
行
場
」
を
発
表
。

平
成
27
年
６
月
後
半
～
７
月
の
第
14
回
「
七
夕
フ
ェ
ス
タ
」
（「
ほ
っ
と
越
谷
」
主
催
）
に
て
「
戦
争
遺
跡
・
幻
の
越
谷
飛
行
場

（
俗
称
・
荻
島
飛
行
場
）」
を
発
表
。
以
上
の
二
点
を
元
に
改
定
増
補
し
て
こ
の
資
料
を
作
成
す
る
（
令
和
５
年
12
月
加
藤
幸
一
）。 

註
❶ 

岩
槻
市
史
通
史
編
一
一
一
五
頁
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る 

「
昭
和
十
九
年
に
は
い
る
と
本
格
的
な
本
土
空
襲
が
始
ま
り
、
飛
行
機
や
軍
需
工
場
が
地
方
に
分
散
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
域

で
も
新
和
村
と
荻
島
村
に
ま
た
が
る
新
和
飛
行
場
（
越
谷
飛
行
場
）
の
建
設
が
昭
和
十
九
年
七
月
に
始
ま
っ
た
。（
中
略
）
当
初
は

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
日
完
成
予
定
で
あ
っ
た
が
、
悪
天
候
そ
の
他
で
著
し
く
工
事
が
遅
れ
、
翌
年
に
わ
た
っ
て
し
ま
っ
た
」 

海
外
か
ら
の
輸
送
船
と
資
材
不
足
も
深
刻
で
あ
っ
た
。
な
お
朝
鮮
の
人
は
地
元
民
家
の
物
置
な
ど
に
宿
泊
し
て
工
事
に
携
わ
っ
た
。 

註
❷ 

金
谷
政
勝
氏
は
大
正
９
年
３
月
生
ま
れ
で
あ
る
。
銃
剣
道
７
段
の
腕
前
で
指
導
者
で
飛
行
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
指
導
教
官
で 

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
元
は
満
州
の
関
東
軍
に
属
し
て
い
た
が
、
抜
擢
さ
れ
て
本
土
の
東
金
飛
行
場
に
移
動
し
て
き
た
。
満
州 

に
は
天て

ん

長
山

ち
ょ
う
ざ
ん

と
い
う
山
が
あ
り
、
戦
後
そ
の
名
前
か
ら
採
用
し
た
「
天
長
会
」
と
い
う
仲
間
同
士
の
交
流
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。 



註
❸ 

そ
れ
と
は
別
に
、
不
時
着
し
た
操
縦
士
は
岩
槻
藩
主
の
後
裔
で
あ
る
大
岡
氏
で
あ
る
と
の
説
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
。 

３ 
註
❹ 
平
成
27
年
３
月
発
行
「
川
の
あ
る
ま
ち
第
３
３
号
」
の
「
ロ
ン
デ
ン
飛
行
場
史
話
」(

荒
谷
仁
氏
著)

に
よ
る
と
、
荒
谷
氏
の 

目
撃
に
よ
り
荻
島
飛
行
場
は
四
度
ほ
ど
使
わ
れ
た
と
い
う
。
で
ん
ぐ
り
返
り
な
が
ら
不
時
着
し
た
戦
闘
機
が
あ
っ
た
。「
雷
電
」
戦 

闘
機
や
「
屠と

龍
り
ゅ
う

」
爆
撃
機
が
着
陸
し
た
。
さ
ら
に
戦
後
、
米
軍
の
Ｐ
51
戦
闘
機
が
不
時
着
し
た
と
い
う
。 

註
❺ 

荒
谷
仁
氏
に
よ
る
と
、
高
木
実
氏
は
東
部
陸
軍
経
理
部
陸
軍
建
技
大
尉
だ
と
い
う
。 

註
❻ 

地
元
で
は
「
め
く
ら
暗
渠
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
た
く
さ
ん
の
穴
が
規
則
正
し
く
開
い
て
い
る
。 

 

東
側
の
暗
渠
は
、
石
川
ピ
ー
シ
ー
工
業
の
倉
庫
（
末
田
一
九
四
の
一
）
そ
ば
の
暗
渠
が
そ
の
名
残
を
残
し
て
い
る
。 

註
❼ 

二
機
の
隼
の
う
ち
一
機
が
、
バ
ウ
ン
ド
し
な
が
ら
外
堀
に
衝
突
し
て
で
ん
ぐ
り
返
し
に
な
っ
た
隼
で
あ
ろ
う
。 

                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真１ 「隼」 

写真２ 整地の様子 

隼
はやぶさ

戦闘機（インターネットより） 

滑走路の整地の様子 

高木幹男氏所有の写真 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Nakajima_Ki-43-IIa.jpg


                                         

写真３ 滑走路の離陸する地点 

歩道橋の下あたりから前方が滑走路の名残の道

路。離陸するときは、ここから前方（南方）に向かう。 

滑走路の幅は、現在のこの道路の６倍もあった。 

（図２・写真９） 

図 2 に内堀、外堀がみられるが、内堀(堀)は飛行場

を囲むように掘ってあって、ほとんど水はなかった。

外堀は農道と水路が隣同士で水はたくさんあった。

soto 

ダミーの飛行機の設置 

荻島飛行場の周辺にベニヤ板の模造の飛行機が置かれてい

たとか、滑走路の西側沿いにも模造の飛行機が滑走路に沿って

いくつも置かれていたとの古老からの話を聞いている。米軍機

のおとりとなるダミーの飛行機の翼の両側には日の丸がつい

ていたそうである。 ４ 



          

       

                        

写
真
５ 

滑
走
路
と
並
行
の
暗
渠 

写
真
４ 

田
島
家
に
あ
っ
た
、
か
つ
て
の
滑
走
路
の
名
残
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト(

平
成
17
年
当
時)

 

   

５ 



                                         

写
真
７ 

巨
大
な
コ
ン
ク
リ
の
台 

地
元
で
は
「
飛
行
機
の
洗
濯
場
」
と
呼
ば
れ
た
。 

写
真
６ 

コ
ン
ク
リ
の
土
台
跡 

地
元
で
は
格
納
庫
と
呼
ば
れ
る
。 

主
に
飛
行
機
の
修
理
棟
か
？ 

 
格
納
後
は
尾
ヶ
崎
に
あ
っ
た
隠
し
格
納
庫
。 

 

写真８ 兵舎跡 

写真９．荻島飛行場（正式名・越谷飛行場）の 

米軍提供航空写真 

新
堀
池 

図３ 新堀池 土を取られてできた池 

他に、リサイクルプラザの地も土が取られ
て長方形の池ができた所である。 ６ 

上官は平屋の兵舎には寝泊まり

せず、近くの農家の家を間借りし

た。自動車もこの農家に上空から

見えないように隠した。 



五
．
荻
島
飛
行
場
（
正
式
名
：
越
谷
飛
行
場
）
の
隠
し
格
納
庫
跡
（
隣
接
の
尾
ヶ
崎
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 

 
旧
・
尾
ヶ
崎
村
の
東
側
に
は
、
北
か
ら
南
に
向
け
て
伸
び
る
半
島
状
の
台
地
が
あ
る
。
南
端
は
新
和

に

い

わ

小
学
校
の
北
東
方
向
に
あ
る
。 

地
元
で
は
「
七
島
（
な
な
し
ま
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
昔
、
七
つ
の
山
（
台
地
）
が
連
な
る
よ
う
に
南
方
に
突
き
出
て
い
た
」
か

ら
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
と
い
う
。 

 

終
戦
間
際
、
陸
軍
の
越
谷
飛
行
場
（
地
元
で
は
俗
称
、
新
和
飛
行
場
）
の
建
設
に
と
も
な
い
、
こ
の
台
地
は
飛
行
機
を
守
り
隠
す

た
め
に
設
置
す
る
格
納
庫
「
掩
体

え
ん
た
い

壕ご
う

」
と
し
て
何
カ
所
か
削
ら
れ
、
複
数
の
格
納
庫
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
（
図
４
・
写
真
10
と
11
）。

地
元
で
は
「
掩
体
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
飛
行
場
か
ら
の
誘
導
路
も
作
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

                            

     

  

図4 



             

六
．
荻
島
に
置
か
れ
た
探
照
灯 

 

現
在
の
越
谷
・
岩
槻
線
の
道
路
脇
に
探
照
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
場
所
は
、
会
田
家
の
敷
地
内
の
北
西
の
端
に
発
電
機
が

お
か
れ
、
そ
の
北
北
東
に
会
田
家
か
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ば
れ
た
探
照
灯
が
置
か
れ
た
（
図
５
）。
会
田
家
敷
地
内
に
は
発
電
機
や
自

動
車
の
小
屋
が
あ
る
が
、
木
々
で
覆
わ
れ
て
上
空
か
ら
は
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
と
い
う
（
会
田
隆
之
氏
）
。 

    

                     

写真 10 

写真 11 

図５ 

８ ゼンリン地図「越谷市」（2020 年 10 月） 



七
．「
高
射
砲
陣
地
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ 
会
田
隆
之
氏
に
よ
る
と
直
径
が
80
㍍
程
の
高
射
砲
陣
地
が
あ
っ
た
と
い
う
（
図
６
）。
さ
ら
に
「
凸
部
の
先
端
部
分
の
中
央
の
高

さ
は
４
㍍
、
両
端
は
低
く
な
り
２
㍍
位
だ
っ
た
。
子
供
の
頃
、
飛
行
場
に
潜
り
込
ん
で
こ
の
高
射
砲
陣
地
の
回
り
の
円
形
部
分
の
土

手
の
上
に
登
っ
て
歩
い
た
り
、
土
手
の
急
斜
面
を
こ
わ
ご
わ
と
降
り
た
り
し
て
遊
ん
だ
覚
え
が
あ
る
。
土
手
に
囲
ま
れ
た
円
形
の
内

部
の
地
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
そ
こ
に
大
と
小
の
高
射
砲
が
離
れ
て
左
右
に
置
か
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
高
射
砲
で
敵
機
を
目
指
し

て
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
様
子
を
遠
く
か
ら
見
て
い
た
。
米
軍
機
Ｂ
29
に
全
く
届
か
ず
、
用
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。」
と
い
う
。 

     

                       

ゼンリン地図「越谷市」（2020 年 10 月） 

図 6 

 



八
．「
射
撃
場
」
と
呼
ば
れ
た
残
土
の
小
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 
左
の
写
真
12
は
、
砂
原
の
竹
内
和
子
氏
か
ら
の
提
供
で
あ
る
。
陸
上
競
技
場
か
ら
東
へ
１
５
０
㍍
先
、
第
２
競
技
場
の
北
東
の
隣

の
十
字
路
あ
た
り
に
、
地
元
で
は
「
射
撃
場
」
と
呼
ば
れ
た
人
工
の
小
山
が
あ
っ
た
（
図
６
）。
そ
の
小
山
と
そ
の
前
で
撮
影
さ
れ
た

記
念
写
真
で
あ
る
。
昭
和
二
十
二
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
小
山
は
戦
後
に
な
っ
て
飛
行
場
が
撤
去
さ
れ
た
と
き
の
残
土
を
集

め
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
の
後
、
こ
の
小
山
の
土
は
地
元
の
農
家
の
家
々
に
分
配
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。 

 

こ
の
あ
た
り
を
「
射
撃
場
」
と
呼
ば
れ
た
由
来
は
、
高
射
砲
陣
地
や
弾
薬
庫
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
戦
後
に
な
っ
て
射
撃
場
と
呼

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
時
中
は
実
際
に
は
射
撃
場
は
無
か
っ
た
し
、
射
撃
場
は
別
の
所
に
あ
っ
た
（
図
２
、
及
び
左
の
コ
ラ
ム
）。 

こ
の
射
撃
場
と
呼
ば
れ
る
地
に
戦
後
で
き
た
小
山
も
「
射
撃
場
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
弾
薬
庫
は
会
田
氏
に
よ
る
と
、
土
嚢
を

積
ん
で
上
空
か
ら
分
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
中
に
入
る
と
木
箱
に
入
っ
て
砲
弾
が
う
ず
た
か
く
積
み
上
げ
て
あ
っ
た
と
い
う
。 

                             

九
．
戦
中
の
荻
島
国
民
学
校
（
現
在
の
荻
島
小
学
校
） 

 

昭
和
十
六
年
、
荻
島
尋
常
高
等
小
学
校
が
荻
島
国
民
学
校
に
な
る
が
、
昭
和
二
十
年
四
月
に
な
る
と
、
荻
島
飛
行
場
の
兵
舎
が
足

り
な
く
な
っ
た
た
め
陸
軍
に
接
収
さ
れ
、
校
舎
は
兵
舎
の
代
わ
り
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
児
童
は
こ
の
校
舎
で
は
学
習
で
き
な
く
な

り
、
浄
山
寺
、
玉
泉
院
、
西
教
院
の
３
つ
に
分
か
れ
て
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
時
中
の
こ
と
で
あ
る
。 

写真 12 

戦時中の「射撃場」について（会田隆之氏からの聞き取り） 

飛行場の南東、滑走路と新田地区にある兵舎との間に射撃場があった。射撃場の塹壕が 5 ヶ所あって、

それぞれ壕の回りを土嚢で積み上げて上空から射撃場とはわからないようにしていた。毎日兵隊さんが

朝から晩まで入れ替わり立ち替わり塹壕にやって来て、前方に立て掛けた的
まと

に向かって実射訓練をして

いたという。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十
．
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
南
平
野
の
稲
荷
神
社
に
あ
る
記
念
碑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 
写真 13 

稲
荷
神
社
の
記
念
碑
が
飛
行
場
の
滑
走
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
利
用
し
て
い
る
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南平野の稲荷神社にある記念碑の表面 

荻島飛行場（正式名：越谷飛行場）の滑走路の 

コンクリート使用 

記念碑裏面、荻島飛行場の滑走路のコンクリート使用 

「碑石ハ新和飛行場ヨリ運搬使用セル一片」（碑文の一部）と刻まれている。 

「新和飛行場」は別名「荻島飛行場」とか「論田（ろんでん）飛行場」とも呼ばれた。 

写真 14 写真 15 

12 


